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26G0102 

読
よ

む、書
か

く、聞
き

く、話
はな

す、4 つの技能
ぎ の う

をバランスよく伸
の

ばし、上 級
じょうきゅう

につながる日本語力
にほんごりょく

を身
み

につけます。Students will develop their reading, writing, listening, and speaking skills in a 

well-balanced manner, and acquire Japanese language skills that will lead them to advanced level. 

この授業
じゅぎょう

は日本語
に ほ ん ご

中 級
ちゅうきゅう

レベルを学
まな

びたい人
ひと

が対象
たいしょう

です。読
よ

んだり聞
き

いたりするイン

プット練習
れんしゅう

と、話
はな

したり書
か

いたりするアウトプット練習
れんしゅう

をバランスよく行
おこな

います。

社会
しゃかい

生活
せいかつ

で使
つか

うフォーマルなスタイルだけでなく、カジュアルなスタイルも聞
き

いて話
はな

せ

るようになりましょう。This course is intended for students who wish to study Japanese at the 

intermediate level.We will balance input practice in reading and listening with output practice in 

speaking and writing. Students will learn to listen and speak not only in the formal style used in 

social situations, but also in the casual style among close friends. 

『4技能
ぎ の う

でひろがる日本語
に ほ ん ご

中 級
ちゅうきゅう

カルテット１＆２』 the Japan 

Times 出版
しゅっぱん

 ISBN 978-4-7890-

1745-9 

https://quartet.japantimes.co.jp/ 

※テキストは国際
こくさい

教育
きょういく

センター

で貸出
か し だ

し可能
か の う

 

日本語
に ほ ん ご

演習
えんしゅう

ⅡB  

(加藤
か と う

 直子
な お こ

) 

26G0104 

この授業
じゅぎょう

では、①～③について取
と

り組
く

み、日本語
に ほ ん ご

の「読
よ

む」「聞
き

く」「話
はな

す」「書
か

く」力

を高
たか

めることを目標
もくひょう

にします。 

①教科書
きょうかしょ

の日本語
に ほ ん ご

ではなく、日本人
にほんじん

が普通
ふ つ う

に見
み

たり聞
き

いたりしている日本語
に ほ ん ご

に触
ふ

れなが 

ら、みなさんが日本語
に ほ ん ご

でできることを増
ふ

やしていきます。例
たと

えば、食品
しょくひん

のパッケージや 

旅行
りょこう

カタログやギフトカタログといった生
なま

教材
きょうざい

に触
ふ

れ、どんな表現
ひょうげん

が使
つか

われている

か、どんなことが書
か

かれているかを知
し

ることで、教科書
きょうかしょ

にはない表現
ひょうげん

を学
まな

びます。 

②与
あた

えられたテーマに合
あ

わせ、グループで話
はな

し合
あ

いをし、自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

をミニ作文
さくぶん

にまと

め発表
はっぴょう

します。日本語
に ほ ん ご

で話
はな

し合
あ

い、自分
じ ぶ ん

のことについて発表
はっぴょう

することで、日本語
に ほ ん ご

の文型
ぶんけい

を学
まな

びます。 

③期末
き ま つ

課題
か だ い

では、「日本
に ほ ん

に来
き

てから見
み

つけたもの」というテーマで、グループでプレゼン

テーション資料
しりょう

を作成
さくせい

し発表
はっぴょう

します。 

毎回
まいかい

必要
ひつよう

なプリントを配布
は い ふ

しま

す。 

https://quartet.japantimes.co.jp/


授業名
じゅぎょうめい

 担当
たんとう

教員
きょういん

 講義
こ う ぎ

内容
ないよう

 テキスト 

日本語
に ほ ん ご

演習
えんしゅう

ⅢB 

(加藤
か と う

 直子
な お こ

) 

26G0106 

この授業では、留学生の皆さんが「興味のある分野の専門家」にインタビューを行いま

す。具体的には、皆さんが興味のある分野について調べる、質問を作る、アポイントを

取る、インタビューする、記事にまとめる、学期末の報告会で発表する、等の活動を行

います。これらの活動を通して、日本語で「読む・聞く・話す・書く」力を総合的に伸

ばすのが目標です。最終的には、全員のインタビューをまとめた冊子を作成します。毎

回の授業では、受講生それぞれのプレゼンテーションの時間も設けます。 

毎回必要なプリントを配布しま

す。 

日本語
に ほ ん ご

演習
えんしゅう

ⅣB  

(市原
いちはら

 明日香
あ す か

) 

26G0108 

大学や大学院での授業で使われるアカデミック・ジャパニーズを学びます。大学の教科

書や論文でよく使われる文法や単語、構文を理解します。文系・理系を横断する様々な

分野の学問的な文章を読み、談話構成を学びます。次に、内容について議論することで

アカデミック・ジャパニーズの口頭表現を訓練します。最終的には、自分の専攻分野に

関連した文献を調査し、スライドを使って発表し、談話構成力と発表力を高めます。 

アカデミック・ジャパニーズ研究

会編著『改訂版 大学・大学院 留

学生の日本語③論文読解編』アル

ク出版 

日本語
に ほ ん ご

演習
えんしゅう

ⅤB 

(曺
ちょ

 ナレ
な れ

) 

26G0110 

この授業は「日本語学概論Ⅰ」の学生と共に行います。言語学の視点から日本語の音声、

文法、語彙、表現などについて学び、日本語の仕組みや特徴について理解を深めます。 

授業の後半では、留学生と日本人学生でグループを作り、留学生の母語と日本語を比較

しながら、それぞれの言語の特徴や効果的な学習方法を考える活動を行います。受講生

同士がお互いの言葉や文化に触れることも目標の一つです。日本語を一通り学び終えた

留学生（N1・N2 レベル）を対象としています。 

必要な資料は Moodle からダウン 

ロードできます。 

総合
そうごう

日本語
に ほ ん ご

Ⅰ 

（平野
ひ ら の

 美沙子
み さ こ

） 

26G0215 

この授業
じゅぎょう

では、日本語
に ほ ん ご

の学習
がくしゅう

経験
けいけん

の少
すく

ない学生
がくせい

を対象
たいしょう

として、あいさつなどの基本的
きほんてき

な表現
ひょうげん

を学
がく

びます。また、ひらがなやカタカナの読
よ

み方
かた

や書
か

き方
かた

を学
まな

びます。授 業 中
じゅぎょうちゅう

は英語
え い ご

と日本語
に ほ ん ご

の簡単
かんたん

な単語
た ん ご

を使用
し よ う

するため、日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

は N4以下
い か

となります。 

The purpose of this class is to lean about basic Japanese expressions and greetings for beginners 

of Japanese. In this class, students will also learn how to write and read Hiragana and Katakana. 

The goal is for international students to be able to use some of the basic expressions in Japanese 

while enjoying learning about Japan. Those who would like to brush-up their knowledge are also 

invited but their Japanese proficiency should be N4 or lower since we are going to use very easy 

words in Japanese and English in the class. 

 



授業名
じゅぎょうめい

 担当
たんとう

教員
きょういん

 講義
こ う ぎ

内容
ないよう

 テキスト 

総合
そうごう

日本語
に ほ ん ご

Ⅱ 

（具
ぐ

 軟
よん

和
ふぁ

） 

26G0216 

日本語
にほんご

で日常生活
にちじょうせいかつ

のコミュニケーションができることをめざし、初級
しょきゅう

レベルの文法
ぶんぽう

を中心
ちゅうしん

に勉強
べんきょう

します。できる限
かぎ

り動画
ど う が

や写真
しゃしん

などの素材
そ ざ い

を取
と

り入
い

れ、聞
き

いたり、話
はな

したり、さらに作文
さくぶん

練習
れんしゅう

でことばを身
み

につけるようにしていきます。 

By the end of the semester, students are expected to have gained basic language 

proficiency in Japanese equivalent to A2-B1 in CEFR and N4-N3 in JLPT ※ This 

class will be conducted in Japanese. 

テキストなし。毎回資料
まいかいしりょう

を配布
は い ふ

し

ます。 

Students are not required to 

purchase the textbook. 
 

日本
に ほ ん

事情
じじょう

演習
えんしゅう

Ⅰ
１

B 

(岩田
い わ た

 優子
ゆ う こ

) 

26G0202 

この授業
じゅぎょう

では、日本
に ほ ん

の言語
げ ん ご

、社会
しゃかい

、地理
ち り

、歴史
れ き し

、文化
ぶ ん か

など、さまざまな視点
し て ん

から日本
に ほ ん

に

ついて学
まな

びます。内容
ないよう

は、留学生
りゅうがくせい

が日本社会
にほんしゃかい

について少
すこ

しでも知識
ち し き

を得
え

られるような、

ごく基本的
きほんてき

な情報
じょうほう

に基
もと

づいています。様々
さまざま

なトピック
と ぴ っ く

に関
かん

し、基本的
きほんてき

な日本
に ほ ん

についての

情報
じょうほう

を得
え

ながら、すでに知
し

っていた事柄
ことがら

と比較
ひ か く

して考
かんが

えます。皆
みな

さんが日本
に ほ ん

について

楽
たの

しく学
まな

び異文化
い ぶ ん か

理解
り か い

を深
ふか

めつつ、自分
じ ぶ ん

にとっての日本
に ほ ん

への留学
りゅうがく

の意味を考
かんが

えて、

説明
せつめい

できるようになることが目標
もくひょう

です。 

授 業 中
じゅぎょうちゅう

は英語
え い ご

と日本語
に ほ ん ご

の簡単
かんたん

な単語
た ん ご

のみを使用
し よ う

します。日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

は JLPT N3以下
い か

と

なります。 

The purpose of this class is to make your study abroad experience enjoyable and fulfilling. In this 

class, students will think about various topics such as Japanese language, society, geography, 

history and culture, comparing them with what they have already known about Japan while gaining 

basic information about Japan. The goal for international students is to be able to think about and 

explain the meaning of studying in Japan for themselves while enjoying learning about Japan and 

deepening their cross-cultural understanding. 

We are going to use only very easy words in Japanese and English during the class. Those who 

would like to brush-up their knowledge are also invited but their Japanese proficiency should be 

JLPT N3 level or lower. 

必要
ひつよう

な資料
しりょう

は授業内で配布される

か Moodle から自分でダウンロー

ドします。 

Students are not required to purchase  

any textbook, as necessary materials 

will be delivered in the class or can be 

downloaded from Moodle by 

yourself. 

日本
に ほ ん

事情
じじょう

演習
えんしゅう

ⅡB 

(岡
おか

 加代
か よ

) 

26G0204 

この授業
じゅぎょう

では、「東京
とうきょう

」をテーマです。日本
に ほ ん

で教育
きょういく

を受
う

けた学生
がくせい

が、大学生
だいがくせい

になるま

でに学校
がっこう

で学
まな

んだ日本
に ほ ん

の基本的
きほんてき

な歴史
れ き し

・地理
ち り

・社会
しゃかい

について、一部
い ち ぶ

、中学校
ちゅうがっこう

・高校
こうこう

の

教科書
きょうかしょ

を使
つか

って学
まな

びます。東京
とうきょう

・日本
に ほ ん

について知
し

り、興味
きょうみ

を持
も

ってほしいです。さらに

は自分
じ ぶ ん

の国
くに

・地域
ち い き

の歴史
れ き し

・地理
ち り

・社会
しゃかい

についても考
かんが

えてみましょう。また、附属
ふ ぞ く

小学校
しょうがっこう

授業
じゅぎょう

で必要
ひつよう

な資料
しりょう

を配布
は い ふ

します。

テキスト購入
こうにゅう

の必要
ひつよう

はありませ

ん。 



授業名
じゅぎょうめい

 担当
たんとう

教員
きょういん

 講義
こ う ぎ

内容
ないよう

 テキスト 

との交流授業
こうりゅうじゅぎょう

も行
おこな

う予定
よ て い

です。日本
に ほ ん

の小学校
しょうがっこう

・小学生
しょうがくせい

に興味
きょうみ

がある人
ひと

はぜひ参加
さ ん か

し

てください。 

日本
に ほ ん

事情
じじょう

演習
えんしゅう

ⅢB 

(市原
いちはら

 明日香
あ す か

) 

26G0206 

この授業では労働文化と時事問題について議論します。ケース学習とグループ・ディス

カッションの方法で学びます。ケース学習は外国人社員が経験した事例（ケース）につ

いて意見交換をして理解を深めます。「日本事情演習ⅢA」で扱ったケースとは別のケー

スを取り上げますので、ⅢA と連続して参加する人も歓迎します。ⅢB では主に、集団

面接でよく行われるグループ・ディスカッションの練習をします。ディスカッションを

通じて日本の時事問題の知識も身に付けましょう。毎回、積極的に話し合いやディスカ

ッションに参加してください。 

コピーを配布します。 

日本
に ほ ん

事情
じじょう

演習
えんしゅう

ⅣB 

(西川
にしかわ

 朋
とも

美
み

) 

26G0208 

本授業では，日本の公立学校に通う日本語を母語としない子どもへの日本語教育につい

て，子どもたちの置かれた現状を理解し，学校教員・日本語教師などとして，また，一

個人として，何ができるのかを考えます。本授業は，学部日本語教育副プログラムの専

門科目「子どもの日本語教育学概論」と同じ内容となっており，日本人学生と一緒に学

ぶ授業です。 

西川朋美編（2022）『外国につなが

る子どもの日本語教育』くろしお

出版 ※購入してください。 

日本
に ほ ん

事情
じじょう

演習
えんしゅう

ⅤB 

(西坂
にしざか

 祥
しょう

平
へい

) 

26G0210 

「日本語教育」を初めて学ぶ方を対象に、日本語教育分野における学習者と教師の多様

性について知識を整理し、言語教育とは何かを考えます。留学生のみなさんは、「日本語

を学ぶ側」に立ったことがある人は多いと思いますが、この授業では「日本語を教える

側」に立ってみましょう。授業はレクチャーとグループ活動を組み合わせながら進めま

す。これからの社会において、どのような日本語教育が求められるのか、どのような教

師が求められるのかを考えます。学期末には、学んだことを生かして、グループで日本

語クラスをデザインして発表します。将来、日本語の先生になりたい人はもちろん、言

語を学ぶことが好きな人や、学習法に関心がある人の参加も大歓迎です。 

この授業は、日本語教育副プログラムの「第二言語教授法演習Ⅰ」と合同授業です。 

以下の教科書を使用します。また、

必要に応じて資料を配布します。 

 

遠藤織枝（編）（2020）『新・日本語

教育を学ぶ なぜ、なにを、どう

教えるか』三修社、2,640 円、ISBN: 

978-4384059731 

 

 


